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１．はじめに 

平成18年に施行された道路交通法の改正により駐車

監視員の民間委託が開始され、より厳密な駐車の取締

りが行われている。それに伴い四輪車だけでなく、自

動二輪車の違法駐車の取締りも厳しく行われてきてい

る。一方で、路外駐車場の自動二輪車の駐車スペース

は、十分に確保されていないとの指摘もあるが、その

駐車スペースが有効活用されているかは不明である。 

そこで、本研究では、路外の駐車スペースと路上の

自動二輪車の駐車実態を分析することで、今後の自動

二輪車の駐車対策の課題を明らかにすることを目的と

する。 

２．自動二輪車の駐車実態調査 

本研究では、商業施設が多く存在し、地区内に二輪

車用駐車スペースを持つ駐車場が存在しているにもか

かわらず、路上駐車が深刻な問題となっている東京都

新宿区の靖国通り周辺地区を対象に、二輪車の路上駐

車および路外駐車場の駐車実態調査を実施した。 

この地区内に存在する地下の路外駐車場には、二輪

車用の駐車スペースが 60台分確保されており、１時間

当りの駐車料金は 210 円となっている。なお、路上に

おいては車道に面した歩道上の一部に50㏄以下の二輪

車用および自転車の駐輪スペースが確保されており、

この中に自転車と並んで多くの自動二輪車が駐車して

いる。さらに、通行止めとなっている道路上には、自

動二輪車が多数存在している。そこで本研究では、こ

の地区内に駐車している自動二輪車の駐車実態を把握

するため表－１に示した、ノンプレート式断続駐車調

査とアンケート併用プレート式連続駐車調査を行った。 

表－１ 調査概要 

調査日時

調査場所

2009年９月26日（土）、10月13日（火）　９：00～19：00

東京都新宿区歌舞伎町１丁目、新宿３丁目の幹線道路お
よび新宿サブナード駐車場内

調査内容
ノンプレート式断続駐車調査：駐車場所、駐車時間、車種

アンケート併用プレート式連続駐車調査：駐車位置、駐車
時間、駐車形態、二輪車の利用理由、路上駐車の理由等  

 

３．東京都新宿区靖国通り周辺の現状 

（１）瞬間路上駐車台数と路外駐車場の現状 

図－１と図－２は、平日と休日の調査対象地区内の

瞬間路上駐車台数と瞬間路外駐車台数を示したもので

ある。路上駐車台数は、午前よりも午後の方が多く、

時間が経つにつれて瞬間駐車台数が多くなっている。

また、排気量別でみると、平日と休日ともに50㏄以下

が最も多く、次に125㏄超～250㏄が多かった。一方、

路外の駐車場の最大利用率は平日は30％、休日は25％

と決して高いとはいえない。また、排気量をみると、

この路外駐車場を主に利用しているのは、125㏄超以上

の自動二輪車であり、休日においては250㏄超以上の大

型の自動二輪車の利用台数は高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

図－１ 平日と休日の新宿区の瞬間路上駐車台数 

 

 

 

 

 

 

 

図－２ 平日と休日の新宿区の瞬間路外駐車台数 

（２）瞬間路上駐車台数と路外駐車場の比較 

今回の調査対象地区では、自転車や50㏄以下の二輪

車には、路上において自転車置場が存在している。そ

こで、仮に50㏄超以上の路上駐車しているすべての自

動二輪車が、この路外駐車場を利用した場合の収容可

能性について分析を行った。図－３は、平日と休日の
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50㏄超以上の自動二輪車の路上と路外の瞬間駐車台数

の合計値を示したものである。その結果、今回調査し

た時間帯では、ほとんどの時間帯で、路外駐車場の最

大収容台数を超えており、この地区では、駐車スペー

スの絶対数が、足りていないことがわかった。 
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図－３ 平日と休日の50㏄超以上の瞬間駐車台数 

５．自動二輪車の路上駐車対策の検討 

（１）駐車位置別にみる駐車時間の特性 

この地区の50㏄超以上の自動二輪車の違法駐車車両

は、自転車置場がある歩道上の駐車枠内にルール違反

をして停めている車両（以下、自転車置場内）と、道

路に違法駐車をする（以下、路上）２つの場所がある。

そこで、これらの車両と路外駐車車両（以下、路外）

との駐車実態の比較を行った。 

図－４は、調査対象地区における駐車位置別の駐車

時間を示したものである。図より、自転車置場内では、

５時間以上が 59.5％を占めており、長時間放置してい

る車両が多いことがわかる。一方、路上では、30 分以

内の短時間駐車の割合が 24.9％と最も多い。また、路

外では、自転車置場内と同様に長時間駐車が多い。 
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図－４ 駐車位置別駐車時間 

（２）自動二輪車の駐車に関する意識 

図－５は、違法駐車する理由を、図－６は、駐車場

を利用する際に重視することのアンケート結果を示し

たものである。図－５より、自転車置場内では、「駐車

場が近くにないから」が、路上と路外では、「目的地か

ら近いから」が最も多い結果となった。また、図－６

より、違法駐車する自動二輪車は、「目的地からもっと

も近い駐車場に駐車したい」という意識が高いことが

わかる。一方で、路外では料金やセキュリティーを重

視する傾向がある。そのため、自動二輪車の違法駐車

車両の駐車場利用を促すためには、四輪車と同様に、

常時情報提供ができる駐車場の案内誘導掲示板の設置

等に加えて、料金を安くすることや最大駐車時間の設

置をするなど路外駐車場の利用を促すための駐車施設

側の対策も必要となる。 
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図－５ 駐車位置別にみる違法駐車する理由 
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図－６ 駐車場を利用する際に重視すること 

６．結論と今後の課題 

東京都新宿区靖国通り周辺部における路上と路外の

自動二輪車の駐車実態調査の結果、次の知見を得た。 

①  路外駐車場の駐車スペースが不足しており、自

動二輪車用の駐車場の整備が必要である。 

②  午後になるにつれて駐車台数が増えており、四

輪車と異なる駐車特性を示している。 

③  駐輪場に多くの違法駐車が見られることから、

これらの自動二輪車の取締りが必要である。 

④  短時間駐車用の路上駐車スペースの設置に加え、

長時間駐車の自動二輪車に対しては、料金設定の

変更などにより路外駐車場へ誘導する必要がある。 

今後の課題として、路上と路外のすみわけを明確化

していく必要があると考える。 
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